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資料１ ヘルスケアスタートアップの概況について

資料１
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プロジェクトチームの問題意識 ヘルスケアスタートアップへの期待

スタートアップ施策については、政府全体として令和４年に「スタートアップ育成５カ年計画」を策定。
同年をスタートアップ創出元年として各種の取組を推進ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
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援
の
必
要
性
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の
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我が国のヘルスケア分野には、以下の２点などを要因として、大きなポテンシャルが存在。
【Ⅰ】 超高齢社会を迎え、先端的なヘルスケアニーズが集積する世界でも特異な市場であること
【Ⅱ】 政府が進める医療DXによるデジタル化により、医療・介護の高品質なデータが集積されること

このようなポテンシャルにより、日本の社会課題の解決に止まらず、世界の中でも競争優位を得られるチャンス
がある。

ヘルスケアスタートアップを育成するにあたっては、資金投与やアカデミアにおける研究開発力のみならず、ルー
ルメイキングが重要な側面を持つことが多く、政策的なアプローチは他の分野と異なる特徴を有している。

スタートアップは、社会的課題を成長のエンジンに転換して、持続可能な経済社会を実現する、まさに「新しい
資本主義」の考え方を体現するもの（略）。
しかし、2022 年現在、多様な挑戦者は生まれてきているものの、開業率やユニコーン（時価総額 1,000 億
円超の未上場企業）の数は、米国や欧州に比べ、低い水準で推移している。
他方で、旧来技術を用いる既存の大企業でも、スタートアップを M&A したり、コラボレーションをしたりして
新技術を導入するオープンイノベーションを行った場合、持続的に成長可能となることが分かってきた。
以上を背景として、本年をスタートアップ創出元年とし、戦後の創業期に次ぐ、第二の創業ブームを実現する。
そのために、スタートアップの起業加速と、既存大企業によるオープンイノベーションの推進を通じて、日本に
スタートアップを生み育てるエコシステムを創出する。

「スタートアップ育成５カ年計画」（令和４年11月28日）（抄）

ヘルスケア分野の特徴に特化した形で、この分野における
スタートアップに対する振興策を改めて政策的に検討する必要
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日本はヘルスケアスタートアップ数の国際比較で低位（世界14位）
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日本のヘルスケアスタートアップ数は
米国の約２％

世界におけるヘルスケアスタートアップ企業数｜上位20か国における企業数

出典：海外は「TechHarbor」、日本はスタートアップ情報プラットフォーム「INITIAL」を基にデロイトトーマツベンチャーサポート社作成

（2023年アクセス）



3

ベンチャーがユニコーン化*していくことの重要性

*企業価値が10億ドルを超える未上場企業

① 経済的インパクト
• スタートアップは将来の雇用、所得、財政を
支える新たな担い手

② 社会的インパクト
• 何らかの課題解決に繋がる画期的なプロダクト
を有したとしても、それが小規模であれば局所
的な影響に留まってしまう

スタートアップへの期待
大きなスケールアップ

大きなスケールアップを
実現するためのグローバル化

市
場
の
観
点

資
金
調
達
の
観
点

• 大きなスケールアップを実現
するためにには“巨大な市
場”または“急成長している”
が必要

• 日本は世界第3位の市場
規模だが、人口減や競争
力の観点から、将来的な魅
力は低下傾向。新興国な
どのグローバル市場へ期待

• 諸外国のユニコーンは、その
多くが海外VCから資金調
達をしており、その成長を支
えていた（例：2022年時
点で韓国12社中11社）

• 国内のスタートアップ投資額
は米国と比較し約3%と、リ
スクマネー供給に課題があ
る

大きなスケールアップ&グローバル化を
最も体現しているのが

グローバルユニコーン

その創出を目指すことは
経済・社会的な意義が多いと言える

米国の新規雇用創出

米国の株式市場

50%
高成長スタートアップが
米国の新規雇用創出に
占める割合*1

米国の株式市場は
”Tech Giants”が牽引*2

*1：National Venture Capital Association “Yearbook 2021”
*2：S&P500時価総額（2022年1月31日時点）

出典：デロイトトーマツベンチャーサポート社作成
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特に、ヘルスケアスタートアップの特徴として、画期的な製品を１つ生成することでグローバルなマーケットを取りに行くこと
ができることが挙げられ、スケールアップにあたりグローバルな視点を有していることが重要となる。
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日本発のヘルスケア・ユニコーン企業はまだない

国 社数 企業価値 ($B)
United States 94 216.44
China 14 32.00
France 3 10.25
India 2 2.90
Israel 2 2.33

United Kingdom 2 4.20
Canada 1 4.00
Finland 1 2.55
Germany 1 3.52
Ireland 1 1.00
Sweden 1 2.00
Switzerland 1 1.00
Japan 0 0
総計 123 282.19

出典：CB insights「The Complete List Of Unicorn Companies」を基にデロイトトーマツベンチャーサポート社作成
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ユニコーンによるエグジットの増加

日本は潮流に乗れていない

2020年にはヘルスケア業界
のユニコーンは７社がエグ
ジットを果たし、過去最高

ヘルスケアのユニコーンのエグジット活動
（企業価値10億ドル超でエグジットを
果たしたヘルスケアのユニコーン、
21年3月3日時点）

出典：CB insightsレポートを基にデロイトトーマツベンチャーサポート社作成
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ヘルスケアテックの今後の活躍の可能性

国内ベンチャーの育成支援プログラム「J-Startup」選定企業のうち、３割弱がヘルスケア分野。

出典：「ヘルスケアイノベーション創出に向けて～“自治体等×ベンチャー等”連携による 超高齢社会の地域課題解決～（令和5年4月）」（関東経済産業局）
（https://www.kanto.meti.go.jp/seisaku/iryokiki/healthcare/data/healthcare_innov.pdf）より抜粋

国内のヘルスケアスタートアップ事例

XX
X

出典：デロイトトーマツベンチャーサポート社様
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厚生労働省のこれまでのスタートアップ支援
医療系ベンチャートータルサポート事業（MEDIS O）について



8

医療ＤＸの推進がもたらす産業振興のイメージ
第４回医療DX令和ビジョン2030厚生労働省推進チーム
（令和５年８月30日）資料２－２より抜粋、一部改変

医療・介護DXヘルスケア産業の発展
医療・介護分野のDX

データ基盤の提供

医療・介護情報等
の標準化>

>

医療情報基盤 介護情報基盤
電子処方箋管理サービス

電子カルテ情報共有サービス

国民

標準型
電子カルテ

介護事業所

介護業務
ソフト等

自治体・保健
所

健康管理
システム等特定健診等データ収集/管理システム

オンライン資格確認等システム

オンライン資格確認シ
ステム

資格情報

特定健診等情報

薬剤情報
(レセプト)

医療費情報
(レセプト)

*カルテ情報

異なる領域の基盤
間連携

行政職員・
研究者

解析ソフト等

行政・自治体情報基盤

医療情報基盤

国民

行政・自治体情報基盤

マイナ
ポータル

異なる領域の基盤
間連携

※システム詳細検討中

地域
活性化

働き方改革

高度人材
育成

患者体験
向上

看護・介護
DX

データ利活用

高度医療

ビジネス
創出

科学的介護情報システム(LIFE)

介護情報データベース(仮称)

要介護認定情報

LIFE情報

ケアプラン

介護情報
（レセプト）

※連携方法検
討中

オンライン資格確認シ
ステム

医療情報閲覧機能

救急時医療情報閲
覧機能

診療情報
(レセプト)

同意情報

*傷病名、アレルギー、薬剤禁忌
感染症、検査情報、処方情報

※システム詳細検討中

医療保険者等向け中間サーバー

マイナ
ポータル

介護保険者

介護保険
システム等

資格情報

※共有する介護情報については
検討中

PMH(Public Medical Hub)

公費助成情報

母子保健

予防接種

処方・調剤情報

紹介状・退院時サマリ等

ケアプランデータ連携システム

ADL、栄養・摂食嚥下、口腔衛生情報等

民間のヘルスケアサービス等 二次利用基盤

履歴照会・回答システム

DPC

がん登録

予防接種感染症

指定難病 小児慢性
特定疾病

介護DBNDB

障害福祉 ※匿名化識別IDを付与するシステムetc...

DPC

がん登録

介護DBNDB

小児慢性
特定疾病がん登録

ライフログ等

自治体等向け中間サーバー

医療・介護データ等の解析基盤(HIC)

介護業務
ソフト等

集積された高品質な
医療・介護データは
・バイオ・再生領域
・医療機器領域
・AI領域
・介護テック領域
での新たなイノベーショ
ンやベンチャーの成長を
後押し



 達成したいこと：

4つの領域（①バイオ・再生医療、②メドテク・医療機器・ＳａＭＤ領域、
③医療ＤＸ・ＡＩ領域、④介護テック領域）で、

日本発で世界の社会的課題を解決できるスタートアップ
を増やす為に、主に政府（＋様々なプレーヤーも巻込んで）ができる

具体政策を取りまとめる

 基本的視点：ヘルスケア分野に特有のスタートアップの課題の抽出
• 医療ＤＸにより共通基盤化が進む巨大ヘルスケアデータの利活用
• 柔軟かつ迅速な規制の見直しによるイノベーション促進
• グローバルなエコシステムとの接合とイコールフッティング

 成功要件：
• 本ＰＴの検討施策が政府全体の中の施策に具体政策に反映されることを目指す。
• 議論の過程をWebで公開することで世論を喚起する。

 ＰＴの特徴を活かした検討：
• グローバルなバックグラウンドによる知見の反映。
• 国民から広くオープンに御意見を募る。
• 関係省庁（経産省など）と連携した検討。
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本PTが検討の方向性とするもの


